資料　３

行動目標（診療所）
Ⅰ.環境面

1. 敷地内禁煙にする。
Ⅱ.広報・掲示

1. 院内掲示板（ポスター）に全館禁煙・敷地内禁煙・禁煙治療を実施していることの
説明がある。
2. 自施設のホームページで禁煙に関する診療や取り組みの紹介をする。

Ⅲ.患者への禁煙支援、禁煙治療

1. 禁煙補助剤が処方できるシステムを持つ。
2. 医療保険による「ニコチン依存症」の医学的管理ができる体制を持つ。

3. 1ヶ月以内に1本以上吸っていた初診患者のカルテに､医師が記入する禁煙支援シート（資料4A）がはさまれる。（入院予定の初診患者は資料4B）
4. 全ての初診患者に対して喫煙歴を聴取し、外来カルテに記載する。
5. 3.で「喫煙中」および「禁煙して1ヶ月以内」と答えた全ての患者に対し、禁煙の導入または禁煙の継続が指示される。

6. 医学上禁煙が必要な患者に対し禁煙治療を勧める。

7. 禁煙の導入、継続を目的とした対人的取り組みがある。（禁煙外来、禁煙相談など）

8. 禁煙を希望する患者が手にするリーフレットが院内に用意されている。
Ⅳ.職員の研修等

1. 医師は禁煙ガイドライン等を学習する。
2. 看護師に禁煙について学習する機会を与える。
Ⅴ.職員の喫煙行動
1. 職員は全員喫煙しない。

2. 禁煙を希望する職員に対し、禁煙支援・禁煙治療がなされる。

Ⅵ.その他

1. 本計画で記した行動目標以外に、禁煙の推進に関する独自の取り組みをしている。

